
－ 121 －

人間科学研究　 ol 34  o 2（2021）
研究

に

　認知 経科学研究室は、2017年に 福祉科学科、 ・

生 にオープンしました。学科の学生さんたちにとって

は、ち っと をやっているのかよくわからない、なんか

しい、先生の言っていることがよくわからない、といっ

たイメージだったのでは、と 想しています。そんな中、

おっかなびっくり研究室の を いてくれた学生さんたち、

また、あそこの研究室に行ってみたら と学生さんたちに

ド イスしてくださった先生がたにはとても感 してい

ます。

　私たちの研究室では、 ・ 経 ・身体を、情報 理す

る実体として理 することを目指しています。 えば、私

たちは日 くの情報に れていますが、それらを全て取

り入れているわけではありません。 どよく情報を選別し、

無用な に らないような 組みができています。一方

で、私たちの意 にの らないにもかかわらず、知らない

間に くの情報を取り入れています。 かないうちに取

り入れている情報によって、私たちの意 定や 分・情

動は、大きく影響を受けています。加えて、 は、 りな

い情報を、これまでの経験や学習によって補うことによっ

て を理 します。このような情報 理の 組みがうま

く かなくなると、ここ や身体に をきたします。私

たちの研究は、 や福祉に直結するわけではないのです

が、これらを理 することが、 らかの 献に結びつ

くかもしれない、という い期 を って研究を めてい

ます。

研究

　研究室では、人を対象とした実験研究に 眼を置いてい

ますが、人の を想定した 機実験（シ ュレーシ

ン）や、 存の ータ ースを用いた研究も していま

す。実験 置も、ようやくい い なものがそ ってきま

した（ 細は ttps:// osu la com/a outをご参

ください）。

　 の活動を することは、 の情報 理を知る上で、

大きな手がかりとなります。 えば、どのような 題で

のどの場所の 号が 化するかを観察することで、各 部

の機 を推し ることができます。研究室には、電 的

活動を する と、 表面の （その 部 の

活動を反 します）を する RS（近 外分

置）があり、 業研究や修士・博士の研究で使用されてい

ます。今、最も細かく の活動場所を知ることができるの

はMR （ 共 置）ですが、これは自前で

できる規 のものではないので、他施 との共同研究とし

て使わせていただいています。また、情動の 化やストレ

ス、リラックスといった自 経 の活動は、身体の反

にも反 されるため、 電 反 や 、 を利用し

た自 経指 、視 、 などの生体指 を する

置も えました。これらの 置を使うと、提示した

や行なった 題と 活動の相関関 を観 することが

できます。しかし ながら 果関 を 証することはで

きません。 果関 を 証するには、 らかの方法で介入

した結果、ター ットとする行動や 活動が 化すること

を示す必要があります。そこで、電 や によっ

て、 経や ・ に介入する 置を 入しています。

　また、 な実験 を実現する一つの手段として、

Rの 入も めています。機 学習や 学習をつかっ

たシ ュレーシ ンのための 機 や、オンラインの

実験 も えつつあります。

研究

　研究室では、 なテーマを っています。学生さんの

を中 に、実施 か、新規性があるか、といった議

論をして内容を めています。以下に、一部をご紹介します。

ニューロリ リテーシ ン

　私のこれまでの研究の の一つが、 動制 ・学習の

基礎研究とそのリ リテーシ ンへの 用ということで

したので、 中 者 を対象としたニューロリ

リテーシ ンを想定した研究を めています。研究室に

は、理学 法士や作業 法士として実 の経験がある大学

院生が所属していて、 現場の感 を活かしながら研究

しています。トピックの一つは、 手の「学習された

使用」を し、 手をいかに 的に使ってもらえる

ようにできるか、ということです。 によって の手

の機 が 下すると、機 である程 使えるよう

に しても、どうしても使うのが になって、 常

な の手ばかりを使ってしまいます（学習された 使用）。

科学科
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この現象には、 がどのように使う手（ どちらの手を

使うか）を選んでいるのか（ えば、どのような情報が関

与しているのか、どのように の価値やコストを し

しているのか）、その情報を 理しているのはどの

部 なのか、 手の選 を やすにはどうすればよいの

か、といった、 の情報 理としてとても い 題が

含まれています。 活動を したり、 や 経に で

介入したりすることで、この 題に プローチしています。

無意 の情報 理

　研究室で特に 目しているのが、意 にの らない情報

理です。意 にの らない情報が意 定に重要な

を果たしていることは、 理学では知られていましたが、

それがマー ティングや経 学からも 目されたのは、

理学者でありながらもノー ル経 学 を受 したダニエ

ル・カー マンの 献が大きく、 経経 学という新しい

分野も発展しています。私自身も、マー ティング会社で

者 経科学の業 の経験があり、人が ン ートで（意

的に） えることと、生理指 が示す反 の ップや、

活動を することで ン ートでは知り得ないことを

知ることができることを目の当たりにしてきました。この

ような経 から、研究室にはニューロマー ティングに

を って れる学生さんもいます。研究の一 としては、

続フラッシュ 制という手法を使って、意 にの らな

い 態で視 を提示し、無意 の情報 理を ると

いったことを みています。これは、 目と 目に異なる

視 を提示した場合、どちらか一方の だけが知

され、他方が 制される、両眼視野 という現象を利用

した手法です。通常は、時間に って が入れ わるの

ですが、 方の を しく 化させることで、他方の知

を長時間 制することができ、そこに、無意 的に情報

を提示することができます。知 が 制された（ かな

い）情報に対する反 （行動の 化や などの生理指

）を評価することで、無意 的情報 理の 程をあ り

だすことができます。

発 ・ ・ 福

　 福祉科学科ということで、学生さんにも、発

や に がある人が く、これらに関 する研究

も めつつあります。 野 先生をはじめとした

理学の皆 や、早稲田大学高等研究所で自 スペクトラム

症を に研究している 本 子先生など、頼りになる共

同研究者に助けていただきながら、 しずつ展開していま

す。 常 験者を対象とした ナログ研究が中 となりま

すが、 えば、 野研究室で明らかになった社 安にお

ける 前 の 活動に対して、 場 でその活動を

一 的に 制するといった みを行なっています。 場

は、最近 目されている 活動への一 的な介入手段

であり、これにより社 安の を一時的に緩 するこ

とができれば、 前 が 果的に関 することを示すこ

とができますし、 的にも に立つ 性があると考え

ています。自 スペクトラム症については、早稲田大学も

参 している niversity 21という国際研究大学コン ー

シ ムを介して、 ー ン ム大学を中 とした国際 共

同研究を めつつあります。 での自 スペクトラム症

の研究が、 人 性という った当 者 を対象としてき

たことへの反 から、国際 研究が されており、前

述の 本 子先生を中 に、福 大学とも して今後

展開していく 定です。また、立 大学山 子先生、

CT Ei i a a先生、 野 先生とは、 意機 と

福 、ここ の 病の関 についての共同研究を めてい

ます。

研究 後

　研究室では、 的に学内外との共同研究を めるよう

にしています。特に大学院生には、学外の人と する機

会をできるだけ提供しようと っています。学内では、ス

ポーツ科学学術院や理 学術院と しています。また、

外との共同研究も しずつ めています。

　 生は、他学科からの 者が 的 く、ここ 年、

程 が大学院に 学を しています。修士 程に

学して 職、という ターンが常態化しつつあります。一

部は博士に 学してくれていますが、博士への 学者を

やすべく、研究の を ピールしていきたいと考えてい

ます。 業生の は、コンサル 、 T の 業が そ

うです（サンプル は ないですが）。今年、 めての博

士号が 生する 定です。

　研究室をオープンして５年目となり、ようやくい い

なことが に りつつあるように感じています。 な

がら、コロナ でい い なプランが中 していますが、

にこのピンチをチ ンスに えて、オンライン実験や

ータ ースを使用した研究、 機シ ュレーシ ンに

よる研究などを推し めていきたいと っています。

　今後は、「 ストな 身の 態」はどのようなものなのか、

それを するにはどうすれば良いのか、そこから外れつ

つあることを 出することができるのか、といったことを

大きなテーマとして っていきたいと考えています。「

ストな の 態」は明らかではないのですが、それがウ

ル ーイングの 態であるならば、人間科学学術院の目指

すとこ とも合 する研究テーマといえると います。
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